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目標
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，
聞くこと，読むこと，話すこと［やり取
り］，話すこと［発表］，書くことの五つ
の領域（以下この節において「五つの
領域」という。）別に設定する目標の実
現を目指した指導を通して，第１款の

（1）及び（2）に示す資質・能力を一体的
に育成するとともに，その過程を通し
て，第１款の（3）に示す資質・能力を育
成する。

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，
五つの領域別に設定する目標の実現を
目指した指導を通して，第１款の（1）及
び（2）に示す資質・能力を一体的に育成
するとともに，その過程を通して，第
１款の（3）に示す資質・能力を育成する。

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，
五つの領域別に設定する目標の実現を
目指した指導を通して，第１款の（1）及
び（2）に示す資質・能力を一体的に育成
するとともに，その過程を通して，第
１款の（3）に示す資質・能力を育成する。

聞くこと ア　日常的な話題について，話される
速さや，使用される語句や文，情報
量などにおいて，多くの支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，話
し手の意図を把握することができる
ようにする。

イ　社会的な話題について，話される
速さや，使用される語句や文，情報
量などにおいて，多くの支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，概
要や要点を目的に応じて捉えること
ができるようにする。

ア　日常的な話題について，話される
速さや，使用される語句や文，情報
量などにおいて，一定の支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，話
の展開や話し手の意図を把握するこ
とができるようにする。

イ　社会的な話題について，話される
速さや，使用される語句や文，情報
量などにおいて，一定の支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，概
要や要点，詳細を目的に応じて捉え
ることができるようにする。

ア　日常的な話題について，話される
速さや，使用される語句や文，情報
量などにおいて，支援をほとんど活
用しなくても，必要な情報を聞き取
り，話の展開や話し手の意図を把握
することができるようにする。

イ　社会的な話題について，話される
速さや，使用される語句や文，　情報
量などにおいて，支援をほとんど活
用しなくても，話の展開に注意しな
がら必要な情報を聞き取り，概要や
要点，詳細を目的に応じて捉えるこ
とができるようにする。

読むこと ア　日常的な話題について，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，
多くの支援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，書き手の意図を把握
することができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，
多くの支援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，概要や要点を目的に
応じて捉えることができるようにす
る。

ア　日常的な話題について，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，
一定の支援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，文章の展開や書き手
の意図を把握することができるよう
にする。

イ　社会的な話題について，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，
一定の支援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，概要や要点，詳細を
目的に応じて捉えることができるよ
うにする。

ア　日常的な話題について，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，必
要な情報を読み取り，文章の展開や
書き手の意図を把握することができ
るようにする。

イ　社会的な話題について，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，文
章の展開に注意しながら必要な情報
を読み取り，概要や要点，詳細を目
的に応じて捉えることができるよう
にする。

話すこと
［やり取り］

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを話して伝え合うやり取り
を続けることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
多くの支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを基に，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して話して
伝え合うことができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを詳しく話して伝え合うやり
取りを続けることができるようにす
る。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
一定の支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを基に，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理性に注意して詳しく話
して伝え合うことができるようにす
る。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを詳しく話して伝え
合うやり取りを続け，会話を発展さ
せることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，聞
いたり読んだりしたことを基に，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，課題の解決策などを論理的に詳
しく話して伝え合うことができるよ
うにする。

高等学校「外国語の目標」の科目段階別一覧表
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話すこと
［発表］

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して話して
伝えることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
多くの支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを基に，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して話して
伝えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理性に注意して詳しく話
して伝えることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
一定の支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを基に，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理性に注意して詳しく話
して伝えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理的に詳しく話
して伝えることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，聞
いたり読んだりしたことを基に，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理的に詳しく話
して伝えることができるようにする。

書くこと ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して文章を
書いて伝えることができるようにす
る。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
多くの支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを基に，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して文章を
書いて伝えることができるようにす
る。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理性に注意して複数の段
落から成る文章で詳しく書いて伝え
ることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
一定の支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを基に，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理性に注意して複数の段
落から成る文章で詳しく書いて伝え
ることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを複数の段落から成
る文章で論理的に詳しく書いて伝え
ることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，聞
いたり読んだりしたことを基に，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを複数の段落から成
る文章で論理的に詳しく書いて伝え
ることができるようにする。
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目標
論理・表現Ⅰ 論理・表現Ⅱ 論理・表現Ⅲ

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，
話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，
書くことの三つの領域（以下この節に
おいて「三つの領域」という。）別に設
定する目標の実現を目指した指導を通
して，第１款の（1）及び（2）に示す資質・
能力を一体的に育成するとともに，そ
の過程を通して，第１款の（3）に示す資
質・能力を育成する。

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，
三つの領域別に設定する目標の実現を
目指した指導を通して，第１款の（1）及
び（2）に示す資質・能力を一体的に育成
するとともに，その過程を通して，第
１款の（3）に示す資質・能力を育成する。

英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，
三つの領域別に設定する目標の実現を
目指した指導を通して，第１款の（1）及
び（2）に示す資質・能力を一体的に育成
するとともに，その過程を通して，第
１款の（3）に示す資質・能力を育成する。

聞くこと
読むこと
話すこと
［やり取り］

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを話して伝え合ったり，や
り取りを通して必要な情報を得たり
することができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，対話の展
開などにおいて，多くの支援を活用
すれば，ディベートやディスカッショ
ンなどの活動を通して，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，基
本的な語句や文を用いて，意見や主
張などを論理の構成や展開を工夫し
て話して伝え合うことができるよう
にする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを詳しく話して伝え合ったり，
立場や状況が異なる相手と交渉した
りすることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，対話の展
開などにおいて，一定の支援を活用
すれば，ディベートやディスカッショ
ンなどの活動を通して，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，多
様な語句や文を用いて，意見や主張，
課題の解決策などを論理の構成や展
開を工夫して詳しく話して伝え合う
ことができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，対話の展開などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な語
句や文を目的や場面，状況などに応
じて適切に用いて，課題を解決する
ことができるよう，情報や考え，気
持ちなどを整理して話して伝え合う
ことができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，対話の展
開などにおいて，支援をほとんど活
用しなくても，ディベートやディス
カッションなどの活動を通して，複
数の資料を活用しながら，多様な語
句や文を目的や場面，状況などに応
じて適切に用いて，意見や主張，課
題の解決策などを，聞き手を説得で
きるよう，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話して伝え合うことがで
きるようにする。

話すこと
［発表］

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理の構成や展開を工夫
して話して伝えることができるよう
にする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，事前の準
備などにおいて，多くの支援を活用
すれば，スピーチやプレゼンテーショ
ンなどの活動を通して，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，基
本的な語句や文を用いて，意見や主
張などを論理の構成や展開を工夫し
て話して伝えることができるように
する。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話して伝えることができる
ようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，事前の準
備などにおいて，一定の支援を活用
すれば，スピーチやプレゼンテーショ
ンなどの活動を通して，聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，多
様な語句や文を用いて，意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して
詳しく話して伝えることができるよ
うにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを，聞き手を説得で
きるよう，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話して伝えることができ
るようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，事前の準
備などにおいて，支援をほとんど活
用しなくても，スピーチやプレゼン
テーションなどの活動を通して，複
数の資料を活用しながら，多様な語
句や文を目的や場面，状況などに応
じて適切に用いて，意見や主張など
を，聞き手を説得できるよう，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話し
て伝えることができるようにする。

高等学校「外国語の目標」の科目段階別一覧表
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書くこと ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な
語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理の構成や展開を工夫
して文章を書いて伝えることができ
るようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，事前の準
備などにおいて，多くの支援を活用
すれば，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，基本的な語句や文
を用いて，意見や主張などを論理の
構成や展開を工夫して文章を書いて
伝えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語
句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを論理の構成や展開を工夫し
て複数の段落から成る文章で詳しく
書いて伝えることができるようにす
る。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，事前の準
備などにおいて，一定の支援を活用
すれば，聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら，多様な語句や文を
用いて，意見や主張などを論理の構
成や展開を工夫して複数の段落から
成る文章で詳しく書いて伝えること
ができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，多
様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考
え，気持ちなどを，読み手を説得で
きるよう，論理の構成や展開を工夫
して複数の段落から成る文章で詳し
く書いて伝えることができるように
する。

イ　日常的な話題や社会的な話題につ
いて，使用する語句や文，事前の準
備などにおいて，支援をほとんど活
用しなくても，複数の資料を活用し
ながら，多様な語句や文を目的や場
面，状況などに応じて適切に用いて，
意見や主張などを，読み手を説得で
きるよう，論理の構成や展開を工夫
して複数の段落から成る文章で詳し
く書いて伝えることができるように
する。


